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京都電業協会のシンボルマーク 
 

 

 

 

 

外周の円は 「 団 結 と 和 」 を表し、 Ｋ の文字の一部を表します。 

 

K の文字の 2 字を組合せ、中心の白の部分は 「 電 気 」 を表します。 

 

グリーン色 は 「 安 全 」 を表します。 

 

昭和 54（1979）年 12 月 18 日  制定 

（法人設立 5 周年記念事業） 
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一般社団法人京都電業協会  概 要 
 

 

１．協会概要（令和８年５月１日時点） 

（１）会員数  通常会員  １２４社 

        賛助会員   ３９社 

 

（２）組 織 

理 事 ２５名 

（会長 進藤久和、副会長３名、理事２１名） 

委員会  常設：４（総務・政策・技術・公益＋会員満足度向上 の各委員会） 

特別：１（新事業創出特別委員会） 

監 事  ２名 

顧 問  ６名 

事務局  ２名 

その他  暴力対策協議会、青年部会 

 

（３）沿 革  昭和３１年 ９ 月１８日  京都電気設備協会として発足 

        昭和４６年 ５ 月１１日  京都電業協会に改称 

昭和４９年１２月２６日  京都府知事より社団法人設立の認可を受ける 

        昭和５９年 ６ 月 １ 日  社団法人日本電設工業協会（上部団体）に入会 

        平成１５年 ４ 月 １ 日  青年部会の活動を開始 

平成１７年 ７ 月２９日  暴力対策協議会を設立 

平成２６年 ４ 月 １ 日  公益法人制度改革に伴い一般社団法人に移行 

             （公益目的支出計画：令和５年度で完了） 

平成３１年 ２ 月２５日  京都経済センター（下京区）へ移転  

令和 ７ 年 １ 月２１日  法人設立５０年記念式典・祝賀会を開催 

 

２．主な事業 

（１）地域の安全・安心対策活動 

① 重要文化財指定等建造物の電気設備無料安全点検の実施 

・京都府内に数多く存在する大切な文化財を漏電などの電気設備の不具合に起因する災害から守

るため、行政と連携して無料電気設備点検を会員企業の協力により毎年実施。 

・昭和５１年度から開始し、令和７年度まで（５０年間）で、京都府内で累計７８３ヶ所の点検を

実施。（令和２年度のみ休止。実施先は下記「一覧表」に記載） 
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・今後も先人から受け継いだ貴重な文化財の安全管理及び事故防止の一助となるよう、電気設備点

検を推進することとし、令和８年度以降も点検活動を実施する。 

 
（令和７年度 点検実施先） 

 

過去の点検光景 

 

 

② 災害発生時への備え 

 ・大規模災害発生時等の緊急事態において、当協会の応援による公共施設の電気設備の迅速・円滑

な応急復旧を実施するため行政機関等と防災協定を締結し、地域の安心・安全の確保に寄与。 

 ・地元自治体との防災協定は、京都府(平成２０年)、京都市(平成２１年)と締結。 

 ・広域的な支援体制の確立のため、京都府と隣接する各県の電業協会との間で「近畿６電業協会・

災害時等における相互応援協定」（平成２１年）を締結。 

 ・協定書の実効性確保、情報伝達時に起こり得る課題の把握、効果的な伝達方法の検討等のため、

災害対策応援要請情報伝達訓練を定期的に実施。 

 ・京都府総合防災訓練へ毎年参加し、訓練参加者や周辺住民の方に対して電気の安全使用に関する

啓発活動を実施。 

 ・電気設備工事業におけるＢＣＰ（事業継続計画）推進のため、６電業協会間でＢＣＰの情報交換

及び整備に努めるとともに、協会自身のＢＣＰ整備と情報収集等を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市内 京都市以外 

岩佐家住宅（北区） 日吉神社（京丹後市） 

清浄華院（上京区） 眞名井神社（宮津市） 

浄楽堂（左京区） 松尾寺（舞鶴市） 

蓮光院（中京区） 大原神社（福知山市） 

禅居庵（東山区） 石田神社（綾部市） 

徳林庵（山科区） 帝釈天堂（南丹市） 

保昌山保存会（下京区） 龍興院（宇治市） 

吉祥院天満宮（南区） 赤根天神社（長岡京市） 

隣華院（右京区） 久世神社（城陽市） 

金蔵寺（西京区） 神應寺（八幡市） 

摂取院（伏見区） 澤井家住宅（京田辺市） 

下村家住宅（伏見区醍醐） 専念寺（久御山町） 

 涌出宮※（木津川市） 

 ※和伎座天乃夫岐売神社 常念寺（精華町） 

近畿６電業協会「災害時等における相互応援協定」締結式 
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京都府総合防災訓練における防災啓発展示 出展状況 

 

③ 工事現場の安全への取り組み 

 ・労働災害の防止と適切な施工確保の調査を目的に、電気技術者を対象とした現場安全講習会を

定期的に開催し、工事現場での労働災害・公衆災害を未然に防ぎ、安全管理が確保できる適切

な施工管理を心掛ける為の一助としている。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

安全パトロール（平成年代に実施） 実施風景 

 

（２）技術者の教育支援 

① 国家資格取得支援講習会の開催 

 ・建設業法の規定による「技術検定（１級・２級 電気工事施工管理技士）」資格取得を目指した 

試験対策講習会を開催し、より高度な国家資格電気技術者の育成を支援。 

（１級対策講習会：平成９年度開始／２級対策講習会：平成２３年度開始） 

  

② 電気技術者の技術力向上講習会及び見学会の開催（ＣＰＤ制度対応） 

 ・専門技術を必要とする技術者の能力維持・資質向上のための継続した教育の一助として、建築Ｃ

ＰＤ制度を活用した電気技術者のスキルアップ講習会及び見学会を開催。 

 

年度 開催地 ※当協会は防災啓発展示で参加 

令和 ７ 宮津市（栗田中学校） 

令和 ６ 福知山市（陸上自衛隊福知山演習場） 

令和 ５ 亀岡市（保津川水辺公園） 

令和 ４ 相楽郡精華町（東光小学校） 

令和２・３ ※訓練中止 

令和 元 長岡京市（ＪＲ長岡京駅前） 

平成３０ 綾部市（綾部市総合運動公園） 

平成２９ 八幡市（八幡市民スポーツ公園） 

平成２８ 南丹市（園部公園スポーツ広場） 

平成２７ 宇治市（山城総合運動公園） 
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【本講習会の開催目的】 

→電気設備工事技術者に「自発的な学習の大切さ」を伝えること 

→協会員の競争力強化の取組を支援すること（→経営事項審査Ｐ点アップ対策も考慮） 

  【見学会】 

→ＪＥＣＡＦＡＩＲ 「電設工業展」、環境保護に資する新技術や工事資材の開発に取組む企業団体 

及び工事現場等を見学し、参加者の知識習得、技術力向上の機会を提供。 

 ・遠隔地受講者への対応として、令和５年度から講習会をリモート受講（Ｚｏｏｍ）に移行。 

 
 
（参考：分野別講習実施回数） ※令和７年度開催分まで 

講習分野／年度 累計 
平 29 

以前 
平 30 令元 令２ 令３ 令４ 令５ 令６ 令７ 

設計・施工技術 ３６ ２３ ４ １ １ ２ １ ２ ２  

工事現場の安全確保・労災防止 ７ １ １   １ １ １ １ １ 

ＩＣＴ 情報技術の活用 １６ ５ １ １ ６ １    ２ 

新人教育 ８ ４ ２    １   １ 

コスト削減・省エネ・経営改善 ４ ２      １ １  

コミュニケーション論・職場の 

心理学 
１２ ４ １ １  ２ ２  １ １ 

各種見学会（協会員限定） １２ ７ １    １ １ １ １ 

年 度  計 ９５ ４６ １０ ３ ７ ６ ６ ５ ６ ６ 

 
 
（参考：令和７年度 開催実施状況） 

 講習テーマ 

 

 

令和７年 
４月 

工事現場の安全確保に関する講習 

情報セキュリティ「１０大脅威と対策」 

（２部構成） 

６月 
ＪＥＣＡＦＡＩＲ２０２５ 見学会 

（第７３回 電設工業展） 

９月 新人教育 電気設備 

１２月 
やる気スイッチをＯＮにする方法 

モチベーションＵＰ！ストレスからの回復力を育む 

令和８年 
２月 

電気工事会社が目指す「デジタル変革」 

道路工事はここまで進化！ 

ＤＸ・ＣＩＭ・３Ｄプリンタで変わる現場 

（２部構成） 

 合計５回 開催 

 

 

（３）業界の地位向上、会員企業の経営力強化の活動 
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① 行政との意見交換会・行政訪問会 

・電気設備工事の適正施工の確保、品質向上を目的として、行政機関との意見交換を定期的に実施

するとともに、府内自治体への定期訪問を実施。 

・地元経済活性化ならびに工事品質確保を基本とした「京都府公契約大綱(平成２４年５月)」及び

「京都市公契約基本条例(平成２７年１１月)」を念頭に、協会から行政に対して「電気設備工事

の分離発注」「地元中小企業の受注機会の確保」等を要望。 

・行政から施工業者に対する要望を、「電気設備工事業界への周知」を目的として協会が預り、協

会ウェブサイト、会員へのお知らせメール等により通知を行っている。 

 

行政機関との意見交換会 

開催日 意見交換先 

令 7.11.19 京都府関係課 

令 7.11. 10 

京都市都市計画局 

京都市行財政局 

令 7.11.17 京都市交通局 

令 7.11.17 京都市上下水道局 

※他にも、必要に応じ意見交換を実施。 

                           行政との意見交換会 光景 
 

 
隔年開催 行政訪問（府内自治体訪問） 
 

 次回は令和８年度に訪問予定。 

「協会員が地元本店企業として在籍」している自治体を訪問。 
 

前回 令和６年度の訪問先 

（令 6.11 訪問）※2 班 行動 
京丹後市・与謝野町・亀岡市・南丹市・舞鶴市・福知山市 ５市１町を訪問 

（令 6.12 訪問） 

八幡市・城陽市・久御山町・精華町 ２市２町を訪問  

 

② 暴力対策協議会の活動 

 ・平成１７年に、電気設備工事業界では初めてとなる「暴力対策協議会」を設立。 

暴力団員等による脅迫的・威圧的交渉等の不法行為を断固拒否、排除する決意を内外に表明し対

策を図るため、京都府警察本部及び(公財)京都府暴力追放運動推進センターと連携して定期的な

講習会を開催するとともに、会員への指導・周知・広報活動などの継続的な活動を実施。 
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③ 会員の困りごと解決を支援する「お役立ち」活動 

・建設業に対する労働基準法「時間外労働規制の厳格適用」の開始、いわゆる令和６年問題に備え、

社会保険労務士の協力を得て、協会員・中小電気設備工事業者の労基法遵守を支援し、労務管理

に関するお悩みを解決するための企画を実施。 

  → 改正労基法解説動画の作成（Ｙｏｕｔｕｂｅで公開中） 時間外労働編・３６協定編 

  → 協会員企業等を対象とした個別相談会の開催 

・中小建設業者の「担い手確保」の一環としての外国人労働者受入に関する研究を実施。 

・建築物の省エネルギー化技術（ＺＥＢ）における中小企業としての関与方法の研究を実施。 

  

京都電業協会 Youtubeチャンネル ＺＥＢ（建築物の省エネルギー化）講習会を開催 

 

④ 「次世代の担い手の確保」活動  

・高校生等の次世代を担う若手人材に電気設備工事業界への就職を促すため、教育機関の協力のも

と、学生本人と保護者に対し「電気設備工事業界の将来性・魅力」を正しく伝える情報宣伝活動

を行い、電気設備工事業者各社が行う「若手人材・担い手の確保・育成」を支援。 

・令和元年度から活動を本格化。 

（対象：京都市立京都工学院高等学校／京都府立工業高等学校の生徒の皆様） 

 

暴力対策協議会 総会            協会員向け 不当要求防止責任者講習 
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電気設備工事業界ＰＲ資料（令和３年 初版作成） 高校生対象・実技講習＆建設現場見学会 

 

（４）組織活動、協会員交流活動 

① 総会・理事会・委員会活動（事業運営に必要な会議） 

 ・定時社員総会 年１回  ・理事会 月１回  ・委員会 適宜開催 

（常設委員会） 

総務委員会、政策委員会、技術委員会、公益＋会員満足度向上委員会 

（特別委員会） 

新事業創出特別委員会 

 

② 新年賀詞交歓会 

 ・会員、行政･関係団体、関係会社等、多方面と相互の連携と親睦を図ることを目的に開催。 

   

③ 優良従業員表彰等の実施 

 ・会員企業従業員の永年勤続による社業発展への功績を称え、勤務意欲の向上を図る施策として、

「優良従業員 協会会長表彰」を毎年実施。併せて、「京都府知事及び京都市長表彰（永年勤続、

団体功労）」の受賞者申請の取りまとめを実施（賀詞交歓会式典にて表彰状を受領）。 

 

④ 広報事業 

・行政機関からの通達情報の周知、各種講習会等への参加者募集等、電気設備工事業者や電気技術

者の技能向上に有益な情報を発信。 

最新の情報をタイムリーかつローコストで発信する情報提供として「ウェブサイト（ホームペー

ジ）」の充実に努めるとともに、Ｙｏｕｔｕｂｅでの動画配信、ＳＮＳ“Ｘ”を利用。 

以 上 



8                   （2026.05） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


